


2025 台南国際建築三年展

台南国際建築三年展参加実行委員長
鈴木　大助

台南建築三年展に参加して
― 信頼が育んだ建築交流 ―

昨年仙台で開催した「JIA 東北支部＆台南建築家交流大会」
を契機に、本年 7月、東北支部メンバー 25 名で台南国際建
築三年展に参加した。震災時に台湾から寄せられた支援へ
の感謝を出発点とするこの交流は、十数年の時間を経て、
確かな信頼関係へと育っている。

今回の三年展では、台南建築師公會の竇國昌理事長、徐岩
奇名誉理事長、翁延楷学術委員長、そしてキュレーターの
謝宗哲氏をはじめとする多くの関係者の尽力により、東北
の展示が丁寧に位置づけられた。展示空間は単なる紹介の
場ではなく、地域の歴史や風土を読み合う「対話の場」と
して構成されていたことが強く印象に残っている。

開幕式後の晩餐会では、理事長・名誉理事長らを囲みながら、
互いの建築観や都市の未来について語り合った。美術館前
庭に並ぶ円卓を囲み、夜風の中で交わされた対話は、公式
な行事を越えた関係の深まりを感じさせる時間であった。
建築という共通言語が、自然と距離を縮めていく様子を目
の当たりにした。

会期中の建築ツアーでは、謝氏自らが案内役となり、歴史
的建築や再生プロジェクト、路地や市場を巡った。都市の
背景にある思想や保存の姿勢に触れることで、東北におけ
る歴史的建築のあり方を改めて考える機会となった。

この交流は、特定の個人の努力だけで成り立つものではな
く、歴代の理事長をはじめとする多くの関係者が積み重ね
てきた信頼の上に築かれている。今後は若手建築家の参加
や共同企画など、より具体的な連携へと発展させていきた
い。

宮城地域会の皆さまとも、この交流の輪をさらに広げてい
ければ幸いである。

　調印式①

日 時：
場 所：
参加者：

2025 年 7月 4日 ( 金 )
台南市美術館
25 名

■
■
■

　調印式②

　台南国際建築三年展会場①

　台南国際建築三年展会場②

　建築ツアー
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第 37 回ボウリング大会 &ビアパーティー

事務局次長　星野　明

第３７回目の開催は、参加人数だけで見ると非常にコンパ
クトな会となりましたが、それゆえ正会員と協力会員の混
成チームが１５チーム中７チームとほぼ半数のチーム構成
に達して、会員相互の親睦交流という点では面白い混ざり
具合になったと感じています。間違いなく一体感の濃い時
間となりました。ご多忙のなか参加いただいたみなさま、
厚く御礼申しあげます。ありがとうございました。
協賛商品のご提供もお願いしておりましたが、例年以上に
たくさんのご協力をいただきました。重ねて御礼を申しあ
げます。
　（敬称略、順不同）クリヤマジャパン株式会社仙台営業所
　三協立山株式会社三協アルミ社　株式会社建築工房DADA
　田島ルーフィング株式会社　有限会社ササキ設計
　株式会社デイ・アーキテクツ　株式会社針生承一建築研究所
　ＲｅｆｉＬ合同会社　リンナイ株式会社東北支社
　クマリフト株式会社　山二建設資材株式会社仙台支店
　元旦ビューティー工業株式会社
　株式会社ホシカワ　株式会社構建築設計事務所
　株式会社不二サッシ東北　有限会社テラ構造設計
　有限会社ガルボ空間工房　ホシザキ東北株式会社
　大建工業株式会社東北特建営業所　株式会社Ｄ.Ｃ.Ｔアイ
　株式会社松本純一郎設計事務所　　トキワ工業株式会社
　株式会社楠山設計　株式会社ウッドワン　協力会
　皆様、ありがとうございました。

団体戦

個人戦

ビアパーティは定禅寺通りを見おろす老舗ダイニングバー
が会場でした。白津守康氏奏でるピアノでパーティを華や
かに彩っていただきました。
結びに、準備と運営に多大なお力添えをいただきました会
員と関係の皆様に感謝申しあげます。次回さらに多くの皆
様と大会をご一緒できることを心より楽しみにしておりま
す。

優 勝

準 優 勝

優勝男子
優勝女子
準 優 勝
3 位
飛 び 賞

ＤＡＤＡ　Ａチーム　
渡辺 恭兵／加藤 綾／小野寺 乃愛／相田 香

三協立山株式会社　三協アルミ社
南雲 明宏／小坂 流星／寺松 良友／西岡 輝

渡辺 恭兵（299）ＤＡＤＡ
加藤 綾（279）　ＤＡＤＡ
大高 颯人（298）松本純一郎設計事務所
伊藤 賢心（294）クリヤマジャパン　
4位：荒井 拓　5位：萩原 裕　6位：西岡 輝
7位（当月賞）：髙橋 哲朗　8位：鈴木 大助
9位：丸山 裕乃　10 位：渋谷 潔司
15 位：藤田　渉　20 位：吉田 充
25 位：田村 英美　30 位：（当日賞）中居 友美
35 位：佐藤 太一　40 位：両國 竜司　
45 位：針生 承一　50 位：折原 はる
ブービー賞：櫻田 寛生
ブービーメーカー賞：押切 風情

日 時：
場 所：

参加者：

2025 年 7月 30 日（水）17：00～21：00
ボウルサンシャイン仙台（ボウリング大会）
レトロバックページ（ビアパーティ）
ボウリング大会 60 名　ビアパーティ 70 名

■
■

■
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ウッドワン工場見学会＆広島建築ツアー

吉田　和人

JIA 東北支部企画である、「ウッドワン工場見学会＆広島ツ
アー」に参加してきました。このツアーは JIA 東北法人協
力会会員である株式会社ウッドワン様のご協力のもと、広
島県廿日市市に所在する同社工場の視察を主目的とし、木
質建材メーカーの製造工程を実際に確認することで材料特
性への理解を深め、建築実務における知見の向上および設
計品質の向上につなげることを目的としたツアーです。

1 日目（2月 6日）
当日は仙台空港へ集合し、始発の便で広島へ向かいました。
広島到着後、貸切バスにて宮島口へ移動し、宮島口旅客ター
ミナル（設計：乾久美子）を経由してフェリーで宮島へ渡
航しました。宮島では約３時間の自由見学時間を設け、嚴
島神社や千畳閣を見学しました。観光地としての歴史的景
観や自然環境を体感し、さらに改修の様子を見る機会とな
りました。
その後バス移動しウッドワンの構造を使用したまちの駅
ADOA大野を見学し、その後株式会社ウッドワンの工場見
学、ショールーム見学を実施しました。本見学会では、木
材の加工工程、品質管理体制、製品化までの一連の流れに
ついて説明を受けるとともに、ショールームで商品紹介お
よび会社概要の説明を受けました。普段図面上で扱う建材
がどのような工程を経て製品となるのかを実地で確認でき
たことは、材料理解の深化につながる有意義な機会となり
ました。
　見学終了後は広島市内中心部へ移動し、中国支部長も参
加した懇親会を開催しました。設計実務に関する意見交換
が活発に行われ、実務者同士の交流の場としても有意義な
時間となりました。

2 日目（2月 7日）
2 日目は市内建築視察として広島平和記念公園（設計：丹
下健三）を中心に見学を行いました。戦後復興の象徴とし
て計画された都市空間の構成や軸線計画、ランドスケープ
との関係性について確認しました。あわせて、おりづるタ
ワー（設計：三分一博志）、広島ゲートパーク、市営基町高
層アパート（設計：大高正人）などを各自周り、現代建築
と都市再生の事例を横断的に視察しました。
その後「お好み村」にて昼食をとり、福山市沼隈方面へ移
動し、神勝寺 禅と庭のミュージアム（設計：名和晃平）や
社務所（設計：藤森照信）を見学しました。自然・宗教空間・
現代アートが融合した空間体験を共有しました。さらに福
山市本町・船町商店街アーケード（設計：前田圭介）を見学し、
地域再生における建築の役割について学びました。
全行程終了後、広島空港より仙台へ帰着し、2日間の視察
を無事終了しました。

本ツアーでは、メーカーの生産現場視察と広島地域の建築
作品の見学し、素材理解と空間体験の双方から建築を再考
する有意義な機会となりました。今後の設計活動に生かせ
る研修として、一定の成果を得ることができました。
最後に、本ツアーの実施にあたり、工場視察の受入れをは
じめ格別のご高配を賜りました株式会社ウッドワン様に、
JIA 東北支部宮城地域会を代表して深く感謝申し上げます。

日 時：
場 所：
講 師：
参加者：

2026 年 2月 6日 ( 金 )、7 日 ( 土 )
広島県廿日市市、広島市、福山市
ウッドワン
11 名

■
■
■
■

厳島神社　

株式会社ウッドワン廿日市市工場　

広島平和記念公園　

禅と庭のミュージアム　
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第 48 回全国育樹祭

安達　揚一

式典行事のステージデザインは、宮城県から JIA 宮城地域
会と協力関係にある宮城県 CLT 等普及推進協議会へ式典行
事時のステージバックパネルデザインの相談があり、JIA が
幹事会協議の中で若手建築士のデザインコンペを提案し、
「式典用ステージアイディアコンペティションUnder40」で
募集、応募８作品から折原はる氏の提案を選出し制作され
ました。採用案は、仙台湾から街並み越しに奥羽山脈を望
む三重屏風仕立てで、それを県産スギ材の赤身と白太の合
板を張分けて立てつけ、さらに屏風間を間接光で演出する
と言う、木肌を活かしたとてもシンプルで合理性ある演出
効果が魅力的な提案でした。

全国育樹祭は、継続して森を守り育てることの大切さを普
及啓発し、国民の森林に対する愛情を培うことを目的に、
昭和５２年から、全国植樹祭を開催したことのある都道府
県において、毎年秋季に行われている国民的な緑の祭典で
す。

宮城県では１９９７年、国立花山青少年自然の家南蔵王野
営場において、第４８回全国植樹祭時に天皇皇后両陛下（現
上皇上皇后両陛下）をお迎えしてお手植えを行っています。
県は２０２５年、その時植樹されたブナやオオヤマザクラ
の「お手入行事」と、緑化功労者の表彰や緑の少年団の活
動発表、大会宣言等の「全国育樹祭行事」を１０月４日と
５日の二日間で行いました。

私は、５日の式典行事に招待され出席してきました。式典は、
秋篠宮皇嗣同妃両殿下をお迎えして開会され、県内みどり
の少年団の入場し、主催者宮城県知事の挨拶の後に、秋篠
宮殿下のおことばがあり、緑化功労者等への表彰、緑の少
年団活動発表と苗木贈呈、森と海と人の物語アトラクショ
ン、（公社）国土緑化推進機構理事長から大会宣言され、次
期開催県の和歌山知事の挨拶と利府町長の閉会のことばで
式典が終了しました。なお、前日４日（土）は、国立花山
青少年自然の家南蔵王野営場に於いて約３００人の出席者
の下、秋篠宮両陛下よりお手入行事を執り行っています。
コンペ運営や製作等で携わった関係者の方々には大変お世
話になり御礼申し上げます。

日 時：
場 所：
主催者：
参加者：

2025 年 10 月 5日 ( 日 )9：30～12：30
セキスイハイムスーパーアリーナ
宮城県、( 公社 ) 国土緑化推進機構
約 5,000 名

■
■
■
■

日 時：
場 所：
講 師：
参加者：

2026 年 2月 20 日 ( 金 )14：45～16：45
宮城県森林会館 3階会議室
安達揚一　鈴木弘二
20 名

■
■
■
■

保存再生部会サロン

「インド・コルビュジェの旅 」報告会

保存再生部会　委員長
鈴木　弘二

2月 20 日、保存再生部会サロンとして「インド・コルビュ
ジエの旅」報告会を開催しました。

講師は JIA 宮城の安達揚一さんと私が担当しました。本企
画は昨年 2月、私と安達さん、JIA 近畿支部のメンバー 4名
でインドのチャンディガール、アーメダバード、ムンバイ、
オーランガバード、デリーを巡った視察旅行の報告です。
本来は昨年中に開催予定でしたが、日程調整の都合により
年度末の実施となりました。

当日は日中にもかかわらず約 20 名の会員が参加し、和やか
な雰囲気の中で進行しました。スライドを映しながら、ル・
コルビュジエとピエール・ジャンヌレ、さらに弟子のドー
シらによるチャンディガールやアーメダバードの都市と建
築について解説しました。これらの建築は、コルビュジエ
がインドの風土から得たインスピレーションを背景に、「環
境建築」や「ブルータリズム」といった理念を具現化した
ものです。設計の巧みさ、構成の力強さ、空間の迫力は圧
倒的であり、現地を訪れることでその真価が明確に理解で
きる、ぜひお勧めしたい旅であることをお伝えしました。
また、インドの歴史、文化、伝統、経済発展の凄さや貧富
の差など、私達には理解できないような現実もあることな
ど、報告致しました。会が終わり懇親会も開催され、コルビュ
ジェ談義が続き、楽しい会となりました。
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JIA 新人賞受賞講演会

2025 年度ＪＩＡ新人賞を受賞された、森田一弥建築設計事
務所の森田一弥氏を講師にお招きし、「左官職人から集落
アーキテクトへ」をテーマに、受賞作品である「静原村の家」
をはじめ、これまでの経歴や町屋の再生プロジェクトであ
るMayu、スタイロ型枠による超薄型コンクリートドーム
Concrete-pod、空気膜を型枠とした繊維補強セメント製ドー
ム SAKAN Shell Structure、スライスしたレンガを接着積み
したシェルとガラス繊維セメントによるハイブリットドー
ム Brick-pod など一連の左官によるドーム作品、本棚を構
造とした木造住宅 Shelf-pod など多彩な作品についてご紹
介いただきました。

学生時代の海外の集落調査の経験の中での日干し煉瓦の民
家との出会い、大学院修了後に建築の実際の「つくりかた」
を知りたいと飛び込んだ左官の世界、そこで取り組んだ文
化財修復の現場。さらには左官技術だけで建築をつくれな
いか、左官技術を構造に応用できないかとの試行の中で出
会ったカタランヴォールトを学ぶためのスペイン留学と
いった決してオーソドックスではない経歴と、その経験に
裏打ちされた思考の数々に大変刺激を受けました。また、
古い建築の再生にあたって、時代の異なった工法、素材を
重ね合わせることによって建物自体の 100 年程度の歴史よ
りも古い 1000 年以上前の技術や歴史を内包させるといっ
た、文化財の修復に直接自らの手で触れてきたからこその
複層的な時間の設計という思想、手法が印象的でした。
　また「静原村の家」では竈門が中心だった熱源がガスに
移行することによって建物のつくりと温熱環境が合わなく
なり、土間に板が張られ、吹抜や窓がふさがれ閉鎖的になっ
てしまったという現状に対して暖炉を作り、過疎の集落に
人が働いている様子が分かるようにしたいという思いから
大きな窓を設けることによって閉鎖的になってしまってい
た古民家を開放していったプロセス、さらには自宅と別の
棟に事務所を移して、敷地を超えて出歩くようになったこ
とで地域の人々との接点や周辺環境への気づきの機会が増
えたというお話が大変心に残りました。

日 時：
場 所：
講 師：
参加者：

2025 年 4月 16 日 ( 水 )15：00～16：45
せんだいメディアテークスタジオシアター
森田一弥氏
約 50 名

■
■
■
■

場 所：
相談員：

仙台市役所上杉分庁舎など
樋口　芳文　　藤田　渉

■
■

仙台市空き家総合相談会

建築相談委員長
樋口　芳文

毎年、仙台市では空き家総合相談会を６回開催しています。
建築相談委員会では本年度も引き続き、令和７年１０月４
日、令和８年１月２４日の２回、仙台市と協定を結んでい
る仙台市空き家総合相談会へ、相談員として参加しました。
相談件数は減少傾向ではありますが、本年度も例年通り開
催されました。相談内容は様々あり、比較的難しい相談内
容は減ってきているように思われますが、解決には時間が
かかるものもまだ多くありますが、早めの相談と対策によ
り、少しでも空き家問題の解決に向けた手助けをできれば
良いと思い活動しております。

その他、定期的に開催される仙台市空き家対策ネットワー
ク会議及び住宅活用検討部会へ参加もしております。ネッ
トワーク会議は、仙台市が主催し、関係する各専門分野の
専門家があつまり、仙台市の空き家の状況や空き家対応状
況、空き家総合相談会の内容及び今後の対応などを協議し
ております。

空き家問題は、相続問題から接道問題まで多岐にわたる要
因によって生じており、その解決には時間がかかるものや、
現行法では解決不可能なケースもあるため、空き家は今後
も増えて参ります。空き家対策のため、法の緩和規定も今
後必要になるように思われます。よって建築相談委員会で
は仙台市の要請を受け、空き家総合相談会、管理不全な空
き家の現地調査及び空き家対策ネットワーク会議へ参加し、
その活動を通じ、地域貢献をして参ります。
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東松島市応急危険度判定の締結式

JIA 宮城　地域会長
齋藤　健太郎

東松島市と宮城県の建築三団体（JIA 東北支部　宮城地域会・
宮城県建築士事務所協会・宮城県建築士会　石巻支部）の「大
規模地震時における避難施設等応急危険度判定に関する協
定書」の締結式が、2025 年 10 月 1日（水）に行われました。

この協定の目的は、大規模地震災害が東松島市内において
発生した場合に、三団体が協力して応急危険度判定を行う
ことにより、迅速に避難施設等の安全確認を行うことを目
的としています。
災害時には地域に住む建築家が、初期段階で応急危険度判
定を行い、安心して避難施設を使えるようにします。

ただ問題点もあります。地域に住む建築家が高齢化や若い
世代は関東などの中央に流れ、対応できる人材が不足して
いきます。ある程度の規模の設計は全国区の会社になり、
人材もお金も中央に流れます。
先の未来を見据えて、地域で活躍できる建築家を育ててい
く必要があると感じています。
また、東日本大震災のような規模の震災の場合は、地域の
建築家だけでは出来ません。隣県の建築団体の他、全国か
らの支援も必要になってきます。建築家同士が、日頃から
コミュニケーションを図っていく必要があります。

日 時：
場 所：
参加者：

2025 年 10 月 1日 ( 水 )
東松島市役所
20 名

■
■
■

ゴルフ部 部長　出井　弘介

JIA 宮城正会員、協力会員のゴルフ愛好家たちによる親睦を
兼ねたゴルフ部です。例年よりも日程が少ないものの、 
( 一社 ) 宮城県建築士事務所協会との合同コンペも第３回目
を開催することが出来ました。ゴルフで建築業界を盛り上
げるべく、来年度以降も継続して開催できればと考えてい
ます。
　■ 4 月 23 日　利府ゴルフ俱楽部
　■ 7 月 25 日　仙台カントリー倶楽部
　■ 10 月 14 日　仙台カントリー倶楽部 ( 合同コンペ )

JIA 宮城　部会活動

山岳部 部長　藤田　渉

2023 年度より活動してきた山岳部は今年度、正会員、協力
会員など部員 10 名ほどで、様々な山に挑戦してきました。
　■ 4 月 26 日　栗駒山
　　　雪の残る栗駒山の登山でした。

　■ 8 月 30 日　月山
　　　皆さんケガに注意しましょう。

今年も熊被害なく登山できました。　　  
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